【スーパーマーケット業】
職種：商品開発・仕入れ     職務：商品開発
【概要】
商品戦略の策定や、生鮮食品の産地開発、ＰＢ（プライベートブランド）商品の開発等を行う仕事。
【仕事の内容】
商品開発の仕事は企業方針や消費動向等をもとに商品戦略を策定し、これを踏まえて顧客の支持を得られる商品を導入、販売、 定番化することである。
商品開発では、顧客ニーズを捉えた商品の開発、パッケージやデザインの選定を行うことはもちろんのこと、 メーカーや仕入先、 物流業者との適切な関係構築が必要となる。 具体的には、 消費者ニーズを明確化して商品を開発し、 消費者に訴求するパッケージやデザインの選定を行うことや、メーカーや仕入先、物流業者等と取扱量や価格、 支払い条件に関する交渉を行い、安全かつ衛生的な商品を納期どおりに製造してもらうための協力を取り付けること等が挙げられる。
また、各店舗に対しては、新商品の特性やセールスポイント、効果的な販売方法等を周知するなど、販売促進を推進したうえで、販売計画との差異分析等を行い、販売方法や価格面における必要な変更を加えて商品の定番化に向けた取組みを推進する。
【求められる経験・能力】
（１）顧客のニーズに応える商品を提供するため、情報をタイムリーに幅広く収集し、
ＣＳ（顧客満足）を高めるための情報探求力が求められる。 また、効率的なマーチ
ャンダイジングを行うためのマネジメント能力や対外折衝能力が求められる。
（２）職業人としての社会的責任を自覚し、 誠実かつ公正に職務を遂行する能力と取組姿
勢が要求される。また、食品中心の商品を取り扱うことから、食の安全・安心に関
する知識が必要であるとともに、 クレームやトラブルを管理する能力が必要となる。
（３）商品の調達から顧客に販売するまでの責任を担うことになるため、生鮮商品の産地
開発、 ＰＢ商品の開発、商品戦略、予算策定と管理、販売動向管理、 販売促進な
どに関する幅広い能力が必要となる。
【関連する資格 ・ 検定等】
   Ｓ検食品表示管理士初級・中級・上級（一般社団法人新日本スーパーマーケット協会）    販売士１級（日本商工会議所・各地商工会議所）
    管理栄養士（厚生労働省  栄養士法）
【厚生労働省職業分類（小分類） との対応】
０７１   食品開発技術者   ２５３   企画調査事務員   ３２７   商品仕入営業員
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